
３．歳入歳出差引額 1,091,891,055

４．翌年度へ繰り
　　越すべき財源

（１）継続費逓次繰越額 0

６．実質収支額のうち地方自治法第233条の2
　　の規定による基金繰入額

400,000,000

（３）事故繰越し繰越額 4,950,000

計 353,523,000

５．実質収支額 738,368,055

348,573,000

（単位：円）

区分 金額

１．歳入総額 15,087,424,771

（２）繰越明許費繰越額

２．歳出総額 13,995,533,716

－ 187 －

　　　　　　　　　　実質収支に関する調書 一般会計


